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経過年数

(R7.4時点) ダム本体 取水設備

山の田ダム 旧海軍 明治４０年 １１８年 ６０年

転石ダム 旧海軍 昭和２年 ９８年

菰田ダム 佐世保市 昭和１５年 ８５年

相当ダム 旧海軍 昭和１９年 ８１年

川谷ダム 佐世保市 昭和３０年 ７０年

下の原ダム 佐世保市 昭和４３年 ５７年

建設主体 建築年次
法定耐用年数

４０年
８０年

（水源不足のため、ダム水位を下
げた工事が実施できない状態）

（水源安定により、ダム水位を下げた工事
が着手可能）
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企業債（借金）
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経営戦略の実践にあたっては、様々な取組みの進捗状況や内的外的要
因を含めた様々な情勢変化を的確に把握したうえで適切な評価を行い、必
要に応じた見直し等を行っていきます。

経営戦略の評価と見直し

令和8年4月の料金改定においては、現在の厳しい経営環境を踏まえて算
定期間をまずは3年としており、投資は先送りの余地がない「待ったなし」の事
業のみで構成し、財源についても全くの余剰を持たない必要最低限の財源
確保策として市民に負担を求めています。

このように投資及び財源ともに「余裕」を持たない状況においても、給水
サービスを維持しながら健全な事業経営を維持していくためには、本経営戦
略の考え方を踏まえたロードマップに沿って着実に取り組みを進めていくこと
が重要であり、また、様々な要因により今後の経営環境に変化が生じた場合
は、必要に応じてロードマップを適宜ローリングして計画の精度を維持していく
ことも重要です。

《経営評価の全体フロー》
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《予算》

《中間》

《決算》

・予算の内容は投資財政計画に沿った取り組みとなっているか？

・事業費及びその財源については計画に沿っているか？

・予算と計画との間に差異がある場合の対応策は図られているか？

・事業の実施状況はスケジュールどおりに進捗しているか？

・もしもスケジュールと差異がある場合の原因とその対応策は？

当該年度内にリカバー可能か？次年度以降の事業への影響は？

・事業はスケジュールどおりに完了しているか？（活動/成果）

・もしもスケジュールと差異（特に遅れ）がある場合の原因とその対応策は？

・次年度以降の事業への影響の有無は？

・各種計画の見直しの必要性は？

経営評価のタイミングと主な視点

「PDCAサイクル」のイメージ

「前年度に関すること」
「現年度に関すること」
「次年度に関すること」
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・投資計画の進捗状況（活動量）

《事業評価》

管路の更新延長や更新率をはじめとした投資計画で予定していた事業が計画

どおりに進捗しているかを確認します。

・投資効果の検証（成果）

投資計画に基づく事業実施の成果として、予定していた成果が得られているかを

確認して、予定の成果が得られていない場合は原因と対応策の検討を行います。

・事業環境の評価（内的外的要因の変化等）

投資計画で想定していた事業に対して、財源の変更や新規突発的な事象の有無、

物価等の変動などによる投資計画への影響について確認します。

・投資計画の修正等の要否判定

上記検討の結果を踏まえて投資計画全体の進捗を確認し必要な対応策を検討

します。

①投資計画内で対応（一部修正でリカバー可能）

②投資計画の見直し

③その他（投資財政計画の見直し含む）

経営評価（経営判断）の根拠の一つとなる「投資計画の実行状況」の評価

目指す方向性指標

管路の一斉更新時期を乗り越えるため、今後は管路の年間あたり更新延⾧
を拡大（最終的に15㎞/年）していきます。

管路
更新延⾧

活
動
指
標

更新需要を削減するため、今後は管路延⾧を削減していきますが、今後の
10年間においては北部エリアの送水管整備に伴い管路延⾧は一時的に増
加する見通しです。

管路延⾧

今後の事故件数は増加するものの当初10年間については現行体制で対応
可能（漏水量の維持が可能）であるとしており、次の10年に備えてリス
クマネジメントの具体的手法について整備を進めていきます。

リスク
マネジメント

当面は管路更新が老朽化に追い付かず今後の事故件数は徐々に増加します
が、リスクマネジメントを強化して事故の早期発見・対応を行うことで漏
水量を維持していきます。

漏水量

状
態
指
標

今後の事故件数は徐々に増加していくものの、これからの10年間は現行
体制で対応可能な見通しです。事故件数

事故発生の影響が大きな基幹管路を優先的に更新していくことで大規模な
断水事故の発生を抑制していきます。

大規模断水
事故件数
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・収益の実績評価

《営業評価》

給水人口や有収水量をはじめとした各種指標の実績（動向）については、様々な

面から分析検証を行い、投資財政計画で想定していた数値とのギャップを確認し、

もしもギャップが生じている場合はその原因と対応策の検討を行います。

・収益確保の取り組みの評価

収益確保の取り組みの実績（活動量と内容）及びその効果を確認し、更なるアク

ションが必要な場合はその対応策を検討します。

・収益予測の修正等の要否判定

上記の結果として、収益予測全体の状況を確認し、必要な対応策を検討します。

①新たな収益確保策の検討と実施

②その他（投資財政計画の見直し含む）

目指す方向性指標

経営努力の一つとして、新たな手法の検討を含めて取り組
みを進めていきます。営業外収益活

動
指
標 収納率の減少は給水収益の減少に直結することから、現行

の高い水準を維持していきます。収納率

想定していた収入が得られなかった場合には、必要な事業
が実施できない等の問題を抱えることになるため、平時の
収入に対して「下振れリスク」を評価した将来予測をする
ことで、財政運営の安全性を確保しています。
また、給水収益を確保するために水の利用を促進する取り
組みを行います（渇水期を除く）。

給水人口

状
態
指
標

給水世帯数

有収水量
（生活用）

（業務営業用）
（工場用）

原単位（生活用）

給水収益

経営評価（経営判断）の根拠の一つとなる「（収益含む）財政の計画の動向」の評価
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・財務状況の評価（財務指標等）

《財務評価》

各種財務指標等について、経営戦略で予定していた数値との比較を行いギャップ

が生じていないかを確認します。

・シミュレーション等による今後の見通し

前段の事業評価及び営業評価の結果を踏まえて、今後の収支シミュレーションを

行い、収支不足が生じる場合は、その時期及び規模に応じた対応策を検討します。

・投資財政計画の修正等の要否判定

上記検討の結果として、投資財政計画全体への影響を確認し、必要な対応策を

検討します。

R17目標R10目標R8目標現状
（R6決算）指標

－104.2％113.0％101.4％経常収支比率

－301,330千円865,180千円92,506千円純損益

－99.5％99.9％96.8％料金回収率

－39,019百万円34,792百万円28,763百万円企業債残高

－3,423百万円3,309百万円2,684百万円自己資金残高

・経営戦略の全体評価

前段の各評価（事業/営業/財務）を踏まえて、経営戦略全体としての効果検証

を行い、その検証結果に応じて能率的経営を持続していくために必要な経営判断

を行います。

具体的には、様々な取り組みの結果として「投資財政計画」で想定していた収支

や給水サービス（事故発生状況等）を達成できているのかを経営的視点で評価を

行い、今後の事業経営に必要な手段や各種計画の見直しのほか、今後の市民負

担の在り方を含めた判断を行います。

※事業評価と営業評価を踏まえた財務状況の評価を行い、経営評価の根拠となるもの

《経営評価》
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・・・とざっと項目（構成）をまとめま
したが、この第３章の部分をしっか
りとつくりこみたい。
今後の経営のマニュアルとなる
ようにしたい。ので、より具体的に
掘り下げて、どのタイミングで何を
していくのかを示したい。

《主な様式》
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策 定

経営戦略（佐世保市水道VISION）

2026年3月（令和8年3月）
佐世保市水道局


